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健
康
管
理
と
所
属
に
報
告
さ
れ

て
い
る
が
、
人
間
ド
ッ
ク
の
結

果
は
所
属
に
は
報
告
さ
れ
て
い

な
い
。
職
員
の
健
康
状
態
を
確

認
す
る
う
え
で
人
間
ド
ッ
ク
受

診
者
も
定
期
健
康
診
断
と
同
様

に
所
属
に
わ
か
る
よ
う
に
す
べ

き
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

企
画
厚
生
課
長
は
、「
府
職

労
と
の
良
き
労
使
関
係
に
つ
い

て
は
今
後
と
も
維
持
し
て
ま
い

り
た
い
」「
時
間
外
に
つ
い

　

ま
た
、
震
災
支
援
で
派
遣
さ

れ
た
職
員
の
現
職
死
亡
に
つ
い

て
「
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
本

人
同
意
と
あ
わ
せ
、
健
康
状
態

も
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
定
期
健
康
診
断
の
結
果
は

し
て
、
職
場
か
ら
要
求
が
あ
れ

ば
非
常
勤
配
置
な
ど
、
欠
員
補

充
を
要
求
し
ま
し
た
。

　

残
業
実
態
に
つ
い
て
「
当
局

は
、
Ｈ
22
年
度
の
総
時
間
数
は

Ｈ
20
年
度
実
績
16
・
８
％
を
下

回
り
、
年
間
３
６
０
時
間
を
超

え
た
職
員
も
７
９
９
人
か
ら
４

１
１
人
と
減
少
し
て
い
る
が
、

恒
常
的
な
残
業
が
解
消
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
サ
ー
ビ

ス
残
業
（
早
朝
出
勤
や
昼
休

み
、
持
ち
帰
り
な
ど
）
規
制
が

強
ま
っ
た
分
が
負
担
と
な
っ
て

い
な
い
か
、
昨
年
１
年
間
で
７

名
が
自
殺
（
今
年
度
も
既
に
２

名
）
し
て
い
る
異
常
な
事
態
。

健
康
管
理
含
め
、
原
因
追
究
は

必
要
」
と
、
こ
れ
以
上
自
殺
者

を
出
さ
な
い
対
策
を
求
め
ま
し

た
。

　

人
員
に
つ
い
て
府
職
労
は
、

「
人
員
配
置
計
画
で
協
議
し
て

き
た
が
、当
局
は
組
織
、定
数
は

管
理
運
営
事
項
と
し
て
い
な
が

ら
、
年
度
当
初
か
ら
欠
員
と
な

っ
て
い
る
職
場
が
あ
る
。ま
た
、

３
月
11
日
以
降
危
機
管
理
室
は

　

自
治
労
連
の
第
23
回
都
道

府
県
職
部
会
全
国
交
流
集
会

が
５
月
20
、
21
日
長
野
県
松

代
で
21
都
道
府
県
１
０
０
名

の
参
加
（
府
職
労
か
ら
６

名
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
松
本

部
会
長
は
、
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
復
旧
・
復
興

の
た
め
に
奮
闘
し
て
い
る
地

元
自
治
体
職
員
、
全
国
か
ら

派
遣
さ
れ
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
職

員
に
敬
意
を
表

明
。

　

４
月
５
日
、

「
国
家
公
務
員
制

度
改
革
基
本
法
に

基
づ
く
公
務
員
制

度
改
革
の
「
全
体

像
」
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
が
、

地
域
主
権
改
革
や

道
州
制
の
導
入
な

ど
、
政
府
や
財
界

が
企
図
す
る
国
家

改
造
に
従
順
に
従
う
公
務
員

づ
く
り
の
狙
い
や
、
人
事
院

勧
告
制
度
を
廃
止
し
て
さ
ら

な
る
公
務
員
総
人
件
費
削
減

を
押
し
付
け
る
意
図
が
あ

り
、「
基
本
的
人
権
と
し
て

の
労
働
基
本
権
の
回
復
」
と

い
う
私
た
ち
の
願
い
か
ら
見

れ
ば
、
様
々
な
問
題
点
が
残

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
「
財

政
効
率
一
辺
倒
」
の
「
構
造

改
革
の
政
治
」
を
見
直
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
住
民

の
命
と
暮
ら
し
を
立
て
直

し
、
地
域
経
済
の
復
興
を
す

す
め
る
た
め
に
、
そ
の
中
軸

と
な
る
公
務
公
共
業
務
の
拡

充
と
、
公
務
員
労
働
者
の
労

働
基
本
権
の
全
面
的
な
回
復

を
求
め
る
た
た
か
い
を
一
体

の
も
の
と
し
て
す
す
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
で
は
、
住
民
は
、
新
し
い

日
本
を
求
め
て
政
治
の
在
り

方
を
模
索
し
て
い
る
。
対
話

と
提
言
運
動
を
大
い
に
展
開

し
、
政
策
提
起
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
強
調
。
復
興

を
口
実
と
し
た
公
務
員
賃
金

の
引
き
下
げ
が
狙
わ
れ
て
い

る
が
、
復
興
財
源
は
賃
下
げ

や
消
費
税
増
税
で
は
な

く
大
企
業
の
負
担
、
思

い
や
り
予
算
を
や
め
ろ

の
世
論
を
ひ
ろ
げ
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
二

宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授

が
「
大
震
災
と
政
治
、

地
方
主
権
改
革
と
都
道

府
県
の
役
割
」
と
題
し

て
講
演
、
３
・
11
で
九

死
に
一
生
を
得
た
菅
政

権
、
復
興
を
口
実
に
国

家
公
務
員
の
賃
金
削
減
で
、

消
費
税
の
引
き
上
げ
や
Ｔ
Ｐ

Ｐ
協
議
参
加
、
道
州
制
導
入

な
ど
、
復
興
構
想
会
議
の
危

険
な
動
き
に
注
意
し
、
３
・

11
を
教
訓
に
広
域
行
政
化
で

は
な
く
、
二
層
制
の
地
方
自

治
制
度
が
有
効
で
あ
り
、
公

務
労
働
の
必
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

東
日
本
大
震
災
支
援
に
か
か
わ

り
、
従
来
業
務
に
支
障
が
出
て

い
る
。
支
援
は
必
要
だ
し
、
派

遣
す
る
職
員
の
安
全
管
理
は
当

然
の
こ
と
だ
が
職
場
で
は
残
さ

れ
た
業
務
を
こ
な
す
の
に
大
変

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

も
と
で
、
新
年
度
ス

タ
ー
ト
か
ら
わ
ず
か

１
月
た
ら
ず
で
大
都

市
制
度
室
を
新
設

し
、
異
動
さ
せ
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。

欠
員
の
補
充
が
先
で

は
な
い
の
か
」
と
当

局
責
任
を
追
及
す
る

と
と
も
に
、
長
期
の

支
援
活
動
に
派
遣
す

る
と
な
れ
ば
、
年
度

途
中
で
の
前
倒
し
採

用
や
、
緊
急
措
置
と

者
は
復
旧
・
復
興
に
と
り
く
ん

で
い
る
報
告
が
あ
り
、
こ
ん
な

時
期
に
公
務
員
の
賃
金
カ
ッ
ト

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で

あ
り
参
加
者
か
ら
は
大
き
な
怒

り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
会
議
事
堂
ま
で

デ
モ
に
う
つ
り
復
興
は
震
災
者

本
位
で
、
復
興
財
源
は
、
消
費

税
増
税
で
な
く
法
人
税
の
引
き

上
げ
や
政
党
助
成
金
の
廃
止
、

内
部
留
保
の
取
り
崩
し
な
ど
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
行
進
し
、
デ

モ
終
了
後
は
、「
憲
法
と
Ｉ
Ｌ

Ｏ
基
準
に
基
づ
く
労
働
基
本
権

の
回
復
」
求
め
る
紹
介
議
員
の

要
請
を
国
会
議
員
に
行
い
ま
し

た
。

　

集
会
に
先
立
っ
て
、
経
済
産

業
省
、
総
務
省
前
で
被
災
地
の

復
興
や
原
子
力
行
政
の
転
換
、

公
務
員
の
賃
金
引
下
げ
反
対
に

つ
い
て
省
庁
前
で
集
会
と
要
請

が
と
り
く
ま
れ
ま
し
た
。

 

（
野
寄
法
彦
）

　

５
月
25
日
、
全
国
か
ら
１
２

０
０
人
の
参
加
で
霞
ヶ
関
を
中

心
と
し
な
が
ら
被
災
者
本
位
の

復
興
実
現
、
最
低
賃
金
の
改

善
、
公
務
員
の
賃
金
カ
ッ
ト
撤

回
な
ど
を
求
め
中
央
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
れ
た

中
央
集
会
で
は
、
全
労
連
議
長

が
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
む

け
て
仕
事
や
雇
用
を
確
保
す
る

こ
と
に
全
力
で
と
り
く
む
こ
と

を
あ
い
さ
つ
で
表
明
を
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
被
災
三
県
の
代
表

が
発
言
し
、
福
島
の
代
表
は
原

発
事
故
は
「
人
災
」
で
あ
り
国

や
東
京
電
力
に
全
面
保
障
を
求

め
て
行
く
こ
と
や
岩
手
の
代
表

は
「
全
国
で
賃
金
が
最
低
に
な

っ
て
い
る
」
最
賃
の
引
き
上
げ

を
全
力
で
求
め
て
い
く
こ
と
を

発
言
し
ま
し
た
。
又
、
そ
れ
ぞ

れ
代
表
者
は
、
震
災
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
全
国
の
仲
間
の

支
援
の
御
礼
と
こ
れ
か
ら
も
支

援
を
引
き
続
き
お
願
い
し
な
が

ら
諸
要
求
実
現
に
向
け
て
と
り

く
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
語

り
ま
し
た
。

　

震
災
以
後
、
は
じ
め
て
の
集

会
で
あ
り
被
災
県
の
代
表
の
発

言
は
こ
れ
か
ら
の
行
動
に
参
加

者
を
励
ま
す
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
自
治
労
連
の
代
表

者
は
被
災
し
た
住
民
の
た
め
に

不
眠
不
休
で
地
元
の
公
務
労
働

が
、
１
年
契
約
か
ら
正
社

員
化
を
要
求
し
、
組
合
を

結
成
。「
契
約
を
し
て
い
な

い
」
と
し
て
賃
金
切
り
下

げ
と
一
時
金
不
払
い
す
る

類
設
計
室
な
ど
へ
の
抗
議

要
請
行
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
企
業
モ
ラ
ル
の
低
下

と
た
た
か
う
労
働
組
合
敵

視
は
共
通
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
異
な

り
日
本
の
労
働
者
に
は
希
望
の

持
て
る
「
働
く
ル
ー
ル
」
が
な

い
と
い
う
無
法
な
状
態
で
す
。

　

府
職
労
は
、
労
働
者
派
遣
法

の
抜
本
改
正
を
は
じ
め
と
し
た

「
働
く
ル
ー
ル
」
確
立
を
め
ざ

し
府
民
共
同
、
官
民
共
同
を
い

っ
そ
う
広
げ
る
た
た
か
い
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。

有
期
間
社
員
を
新
た
に
雇
い
入

れ
た
ダ
イ
キ
ン
工
業（
株
）、
整

理
解
雇
４
要
件
を
何
一
つ
満
た

し
て
い
な
い
新
成
加
工（
株
）、

情
実
人
事
や
不
正
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
、
内
部
告

発
し
た
社
員
を
解
雇
し
た
フ
ク

ダ
ラ
イ
フ
テ
ッ
ク
関
西（
株
）、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
務
員
４
人

て
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
も
の
、
早
朝
で
あ

っ
て
も
時
間
外
に
行
う
業
務
は

時
間
外
と
し
て
取
り
扱
う
」

「
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
健
康
状
態
、
本
人
確
認
も
行

い
問
題
な
い
と
し
て
派
遣
し
た

も
の
、
ご
指
摘
の
人
間
ド
ッ
ク

の
結
果
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

（
元
・
飛
翔
館
）、
雇
用
期
間
満

了
を
理
由
に
有
期
間
社
員
２
０

３
名
を
解
雇
し
、
３
５
５
名
の

働
組
合
へ
の
不
当
な
介
入
・
攻

撃
、
組
合
員
へ
の
人
権
侵
害
な

ど
反
社
会
的
行
為
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

府
職
労
は
、個
人
事
業
主（
業

務
委
託
契
約
）
の
労
働
者
性
を

争
う
ビ
ク
タ
ー
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス（
株
）、
経
営
難
を
理
由
に

教
員
７
名
を
解
雇
し
、
新
た
に

９
名
採
用
し
た
近
大
泉
州
高
校

　

大
阪
労
連
と
大
阪
春
闘
共
闘

委
員
会
は
、
春
と
秋
に
「
大
阪

か
ら
す
べ
て
の
争
議
を
な
く

す
」
た
め
に
１
日
争
議
支
援
総

行
動
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
こ

の
春
の
と
り
く
み
は
、
５
月
19

日
に
設
定
さ
れ
、
19
の
争
議
支

援
要
請
行
動
や
抗
議
集
会
等
を

行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
企
業

も
労
働
者
を
不
当
に
解
雇
、
労

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
も
踏
ま
え
、必
要
な

人
員
確
保
、職
場
要
求
の
前
進
め
ざ
し
当
局
追
及

　府職労は、５月27日、東日本大震災で延期となっていた
単組要求交渉を行いました。
　交渉では、これまでの労使慣行について従前どおりであ
ることを確認し、年度当初からの欠員、人員確定後すぐの
組織機構の改編での欠員問題や恒常的残業問題、昨年度だ
けで７名もの自殺者や震災派遣者の病死など、健康問題に
ついて厳しく追及しました。

単組要求交渉単組要求交渉

被
災
者
本
位
の
復
興
実
現
、最
低
賃
金
改
善
、

公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
に
向
け
て

５
・
25
中
央
行
動

５
・
19
争
議
支
援
総
行
動

大
阪
か
ら
す
べ
て
の
争
議
を
な
く
そ
う

大
震
災
の
復
興
を
通
じ
、新
自
由
主
義
的
構
造
改
革
路
線

と
の
決
別
、新
し
い
政
治
・
社
会
の
枠
組
み
の
創
造
を
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